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日本人学習者のフランス語鼻母音の認知過程

修士課程　竹内 京子
本研究の背景
· なぜ鼻母音か？
· 日本人学習者にとって難しい音
· 発音矯正に関する研究が少ない
· 音響分析の分野でも未知の音
本研究の目的
· 日本人学習者のフランス語鼻母音間聞き分けの特徴を調べる
· 聞き分けトレーニングを行い、習得過程を調べる
· 学習歴によるフランス語鼻母音と日本語母音の類似度知覚の推移を調べる
（フランス語鼻母音サンプル試聴）
予備実験１
· 方法
· フランス語４鼻母音間のABXテスト
· 鼻母音単音、ｔ＋鼻母音、ｄ＋鼻母音
· ６ペア＊４回＊３テスト＝７２問
· 被験者は学習歴10ヶ月の高校生33名
· 結果
· 正答率94.1%

· in/unの誤答がやや多い
予備実験２・３
· 方法
· ４択によるテスト
· 鼻母音単音、ｔ＋鼻母音、ｄ＋鼻母音
· ４鼻母音＊６回＊３テスト＝７２問
· 被験者は学習歴１ヶ月の高校生１１名（予備実験２）、学習歴１年１ヶ月の高校生１５名（予備実験３）
· 結果
· in/unは双方向に誤答が多い（予備実験３では特にinをunとする例が多かった）
· on/anは双方向に誤答が多く、特にanをonとしてしまう例が多い
· in/onの誤答は他に比べて少ない
MDSによる分析
· 多次元尺度法（Multidimensional　Scaling)

· 各音の類似度、非類似度を座標上の距離で示めそうとしたもの
カイ２乗検定による分析結果（有意水準５％）
· 子音環境によるテスト間に結果の違いはややある
· 学習歴による結果の違いはあまりない
予備実験４
· 方法

被験者：フランス語未修の高校生３７名
外国人が日本語を話していると説明
フランス語３鼻母音in/on/anを聞き、日本語４母音「イン」「エン」「オン」「アン」から１つを選択

·  結果（グラフ参照）

本実験１
· 方法

被験者：学習歴６ヶ月の高校生５９名、学習歴１年６ヶ月の高校生１５名
Aグループ（発音練習を伴うトレーニング）
Bグループ（聞くだけのトレーニング）
Cグループ（テストのみ）
プレテスト
· テスト１（鼻母音単音）
· テスト２（ｔ＋鼻母音）
· テスト３（ｄ＋鼻母音）
· ３音＊６回＊３テスト＊４話者＝２１６問
トレーニング
· Aグループ
· 発音の仕方の詳しい説明の後、プレテスト全ての答案を見ながらテープを聞き、発音練習
· Bグループ
· Ａグループと同様のことを発音練習なしで行った。
Ｍテスト
· プレテストと同話者によるトレーニング効果確認テスト
· ３鼻母音＊４話者＊３テスト＝３６問
Ｃテスト
· 子音一般化テスト
· ３鼻母音＊２回＊（１６子音＋単音）
ポストテスト
· プレテストと同形式・同問題数で別の４話者によるテスト
· ３音＊６回＊３テスト＊４話者＝２１６問
· クラストレーニング結果
Aグループ（発音あり）が一番効果があり、プレテストとポストテストの差が大きく、次いで、Bグループ（発音なし）での差が大きい。Ｂ、Ｃグループはonとanの区別ができないまま終わった
最初はonが正答率が高く、次にinの正答率が上がり、onを抜く。最後にanが上がる。
テストごとに、未知の話者に変わっても、正答率は上がり続ける
Ａグループ１とＡグループ２との比較
ＢグループとＣグループとの比較
· Ｃテスト（子音般化テスト）結果
全体的に子音間の差は小さく、般化は出来ている
本実験２（自習ソフトによるトレーニング）
·  方法
被験者は学習歴１年未満の大学生８名
「フランス語鼻母音トレーニングシステム」（為川雄二作）を使用

本実験１とほぼ同様のトレーニングを行った
期間は約３週間
プレテスト
· テスト１（鼻母音単音）
· テスト２（t＋鼻母音）
· テスト３（ｄ＋鼻母音）
· ３音＊２回＊４話者＊３テスト＝７２問
トレーニング
· 独習ソフトで１問ごとに正解を確認
· クラストレーニングと同じ内容のものを一通り終えたあとは、正答率が90％以下のテストのみを何度も練習
· 全てのトレーニングが９０％以上になるまで続けた
Ｍテスト
· トレーニング効果確認テスト
· クラス単位のトレーニングと同形式・同問題数
Ｃテスト
· 子音一般化確認テスト
· クラス単位のトレーニングと同形式・同問題数
ポストテスト
· プレテストと同形式・同問題数の別の４話者によるもの
· ３音＊２回＊４話者＊３テスト＝７２問
·  結果
聞くだけのトレーニングで本実験１のAグループ（発音あり）とほぼ同じ効果
正答率８０％までにかかった問題数と９０％までの問題数には、多少相関がある
別の話者への般化（ポストテスト）、別の子音への般化
本実験１と比較してonの正答率が常に高い
実験後のアンケートより、英語の音との比較をしていた被験者が見られる
本実験３（学習歴による知覚の変化）
·  方法
被験者：学習歴１０年以上のフランス語教師２６名（本実験３－１）、本実験１のAグループのうち２５名（本実験３－２）

予備実験４と同様の日本語テストを行い、フランス語未修者（予備実験４）を含む３グループを比較
·  結果
３集団とも非常に違った結果が出た
学習歴に伴うフランス語鼻母音と日本語母音の類似度知覚の変化はあると言える

今後の課題
聞き分けの特徴を説明する音響的特徴（合成音による実験）
単語レベル、文レベルの聴取実験
被験者の実際の発音と聞き取りとの比較
学習歴、学習を始めた年齢の違う被験者の比較
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